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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首,他の 4本を翼にして,鳩 を表微している(
鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し,技術がしっかりと地についたものであること
を求める。

心,技,体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する、、
私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏                赤 澤 銭太郎

作家のこ紹介

元 京都高等:r芸 学校助教授

元 京都市染色試験所図案部長
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あ  い  さ ´
1)

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 四ツ柳  隆 夫

このたび、関東信越地区を担当地区として開催されます第40回全国高等専門学校

体育大会に、全国61校の高等専門学校を代表する学生諸君が集い、『君は君を超え

る』をスローガンに、盛大なる若人の祭典が繰り広げられますことは、誠に喜びに

たえません。

群馬工業高等専門学校を担当校とし、同校ならびに茨城工業高等専門学校、小山

工業高等専門学校、長岡工業高等専門学校、長野工業高等専門学校、東京都立航空

工業高等専門学校、東京都立工業高等専門学校、サレジオエ業高等専門学校、神戸

市立工業高等専門学校の 9高専を開催校として14種 目が行われるこの大会に、全国

8地区の予選を勝ち抜いて出場の栄誉を得られた皆さんが、厳しい練習の中これま

でに培ってこられた力を遺憾なく発揮され、正々堂々と健闘されるとともに、競技

を通してお互いの友情を育まれることを期待しています。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機

会を与え、技術の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身共に健康な学

生を育成するとともに、高等専門学校相互の親睦を図ることにあります。

皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭におかれ、高等専門学校の学生として、

また、スポーツを愛する一人の人間としてふさわしく節度のある行動のもと、所期

の目的を達成されるよう切望いたします。

最後になりましたが、本大会の開催に当たり、多大なるご尽力をいただきました

競技開催校の関係者各位に深く感謝いたしますとともに、ご後援くださいました文

部科学省、財団法人日本体育協会、茨城県、栃木県、群馬県、東京都、新潟県、長

野県、兵庫県、水戸市、ひたちなか市、宇都宮市、小山市、前橋市、長岡市、長野

市、神戸市をはじめ多数の関係機関・団体、また、ご協力くださいました多くの皆

様に、心より厚く御礼申し上げます。
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祝 辞

文部科学大臣 中  山  成  彬

第40回全国高等専門学校体育大会が、全国各地から多数の選手・指導者の参加を

得て盛大に開催されますことを、心よりお祝い申し上げます。

本大会が、スポーツを通じて心身ともに健康な学生を育成するとともに、全国の

学校相互の親睦を図ることを目的として、高等専門学校のスポーツ振興や各高等専

門学校間の交流に大きな役割を果たしてきたところであり、今回、40回 という節目

を迎えたところであります。

スポーツは、人生をより豊かで充実したものにするとともに、明るく活力に満ち

た社会づくりにも大きな役割を果たしています。

日ごろからスポーツに親しみ、勉学との両立を図りながら充実した学生生活を送

られている皆さんが、これからも継続してスポーツに取り組まれ、心身ともに充実

した「スポーツライフ」を送られることを期待いたします。

選手の皆さん、どうか日ごろの練習の成果を存分に発揮し、若者らしくはつらつ

とした試合を展開してください。また、全国各地から集まった仲間との交流も深め、

いつまでも心に残る思い出をたくさん作ってください。皆さんの活躍により、本大

会が実りあるものとなるよう願っています。

終わりに、社団法人全国高等専門学校体育協会をはじめ、本大会の開催に御尽力

された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに、本大会が今後ますます発展され

ますことをお祈りして、お祝いの言葉といたします。
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第40回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 本 間 准ヒ

イロ

このたび全国61校の高等専門学校を代表する2,000有余名の高専生をここ関東信越

地区にお迎えし、第40回 (平成17年度)全国高等専門学校体育大会を開催できます

ことは、誠に喜びにたえません。関東信越地区の高等専門学校および開催校を代表

して心から歓迎を申しあげます。

本大会は、14種 日の競技が、茨城高専 (ソ フトテニス)、 小山高専 (陸上競技、

剣道)、 都立高専 (バ ドミントン)、 都立航空高専 (バスケットボール)、  サレ

ジオ高専 (ハンドボール)、 長岡高専 (バ レーボール、柔道)、 長野高専 (卓球、

テニス)、 群馬高専 (硬式野球、サッカー、水泳)の 関東信越地区の 8高専に、

神戸市立高専 (ラ グビーフットボール)を加え、合計 9高専で開催されます。特に、

長岡高専 におかれては、新潟中越地震の被災を乗り越えて開催の準備をしていただ

きました。

本大会の大会スローガンは、''君は君を超える"です。このスローガンには、各

地区の代表としてこの全国大会に出場する選手のみなさんが、日ごろの練習の成果

を遺憾なく発揮し、大きく、大きく成長してほしいとの願いが込められています。

この大会を通じて高専生どうしが爽やかな友情を育み、高専間の親睦と交流が一

層深められ、選手のみなさんにとって生涯の輝かしい思い出になることを祈念する

次第です。

最後に本大会を開催するに当たり、多大な御支援と御助力を賜りました関係諸団

体ならびに関係各位に心から感謝を申し上げまして、歓迎の挨拶といたします。

brV\5')

-3-

(群馬工業高等専門学校長 )



大 会 役 員

名 誉 会 長

(財)日 本 陸 上 競 技 連 盟 会 長

(財)日 本バ レーボール協会会長

(財)全 日 本 柔 道 連 盟 会 長

(財)日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

(財)日 本ハ ン ドボール協会会長

(財)日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

(財)日 本バ ドミン トン協会会長

△
アヽ

げ
フて

宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長  四ツ柳 隆 夫

△
7ヽ

平

夫

光

郎

英

明

輔

洋

正

行

三

佳

正

民

野

木

納

淵

邊

田

貫

河

立

嘉

川

渡

盛

綿

東京都立航空工業高等専門学校長

茨 城 工 業 高 等 専 門学 校 長

木更津工業高等専門学校長

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 長

東京都立工業高等専門学校長

群 馬 工 業 高 等 専 門学 校 長

(財 )日 本陸上競技連盟副会長

(財 )日 本陸上競技連盟副会長

(財 )日 本テニス協会副会長

(財 )日 本ハンドボール協会副会長

(財 )日 本ハン ドボール協会専務理事

(財 )日 本′` ドミン トン協会副会長

雄

一

雄

次

彦

清

次

元

敏

泉

三

務

副

邦

伸

恭

孝

安

　

孝

義

廣

　

武

浜

木

上

田

田

間

井

木

崎

下

西

水

長

鈴

河

高

藤

本

櫻

鈴

畑

山

大

清

長

金 沢 工 業 高 等 専 門学 校 長

小 山 工 業 高 等 専 門学 校 長

東 京 工業 高 等 専 門 学 校 長

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 長

サ レジオエ業高等専門学校長

清

宏

之

俊

生

雅

光

浩

明

次

岡

本

本

上

中

堀

藤

松

井

田

(財 )

(財 )

(財 )

(財 )

(財 )

(財 )

日本陸上競技連盟副会長

日本テニス協会副会長

日本テニス協会副会長

日本ハン ドボール協会副会長

日本バ ドミン トン協会副会長

日本パ ドミン トン協会専務理事

嵩

寛

一

之

司

男

榮

則

祐

稔

中

藤

廷

原

宅

井

田

齋

川

市

三

遠

顧

石 り|1   明
問

文部科学省スポーツ。青少年局長

(財 )全 日本 剣 道 連 盟 会 長

(財 )日 本サッカー協会副会長

(財 )日 本 水 泳 連 盟 会 長

栃  木  県  知  事

新 潟 県 知 事

文 部

(具オ)

(財 )

(財 )

茨

群

長

茨 城

群 馬

新 潟

水

科 学 省 高 等 教 育 局 長

日 本 体 育 協 会 会 長

日本サッカー協会副会長

日本サッカー協会副会長

城  県  知  事

馬 県 知 事

野 県 知 事

県 教 育 委 員 会 教 育 長

県 教 育 委 員 会教 育 長

県 教 育 委 員 会 教 育 長

戸   市   長

森   喜 朗
二純倉ノ‐．

野 村 尊 敬

橋 本   昌
小 寺 弘 之

田 中 康 夫

川 俣 勝 慶
洋口

Ｌ′．■山内

司

光

晶

博

一

彦

富

義

　

利

富

裕

川

安

本

　

田

田

素

武

鈴

林

福

泉

己
　
一

克

浩

藤

藤

武

加

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長

東 京 都 教 育 委 員 会 教 育 長

長野県教育委員会教育長職務代理者

ひ た ち な か 市 長

男

彦

司

基

幸

正

睦

源

平

中

松

本

間

村

澤

間
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宇 都 宮 市 長

前 橋 市 長

長 野 市 長

水 戸 市 教 育 委 員 会 教 育 長

字都宮市教育委員会教育長

前 橋 市 教 育 委 員 会 教 育 長

長 野 市 教 育 委 員 会 教 育 長

(財 )茨 城 県 体 育 協 会 会 長

(財 )群 馬 県 体 育 協 会 会 長

(財 )長 野 県 体 育 協 会 会 長

水 戸 市 体 育 協 会 会 長

宇 都 宮 市 体 育 協 会 会 長

前 橋 市 体 育 協 会 会 長

長 野 市 体 育 協 会 会 長

茨城県ソフ トテニス連盟会長

群 馬 県 サ ッカ ー 協 会 会 長

東京都クラブハンドボール連盟会長

新 潟 県 バ レー ボ ー ル 協 会 会 長

長 野 県 卓 球 連 盟 会 長

小 山 市 剣 道 連 盟 会 長

長 野 市 テ ニ ス 協 会 会 長

市

市

山

岡

一

夫

一

武

夫

裕

秀

夫

一

夫

一

栄

政

正

　

文
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田

中

藤

佐

高
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横

田
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男
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石
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4ヽ

長

ひたちなか市教育委員会教育長

小 山 市 教 育 委 員 会 教 育 長

長 岡 市 教 育 委 員 会 教 育 長

長  大久保
長  森

夫

夫

寿

民

文

悟

彦

義
　
　
春

邊

水

輪

野山

清

笠

一　
彦

富

裕

田

田

福

泉

(財 )栃 木 県 体 育 協 会 会 長

(財 )新 潟 県 体 育 協 会 会 長

ひたちなか市体育協会会長

小 山 市 体 育 協 会 会 長

(財 )長 岡 市 体 育 協 会 会 長

昇

夫

一

■

信

水

中

清

田

原

一

雄

務

司

門

吉

衛

敬

利

　

寛

右

堅

嗣

司

樹

雄

博

栄

芳

幾

氣
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岡

谷

和

柳
　
一　
塩

徹

彦

司

夫

直

参

　

精

孝

教

正

野

藤

根

籠

端

天

伊

中

堀

江

群馬県高等学校野球連盟会長

群 馬 県 水 泳 連 盟 会 長

東京都バ ドミン トン協会会長

新 潟 県 柔 道 連 盟 会 長

長 野 県 テ ニ ス 協 会 会 長

長 野 市 卓 球 協 会 会 長

村  田
蛭 間
清 水
五十嵐

滝沢 助
塩 沢

徳 山 工 業 高 等 専 門学 校 長

苫小牧工業高等専門学校長

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 長

広 島 商 船 高 等 専 門 学 校 長

熊本電波工業高等専門学校長

与

大 島 商 船 高 等 専 門 学 校 長

人 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 長

奈 良 工 業 高 等 専 門学 校 長

高 松 工 業 高 等 専 門 学 校 長
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実 行 委 員 会

実 行 委 員 長
群馬工業高等専門学校長   本 間

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長

木 更 津 工 業 高 等 専 門 学 校 長

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 長

東 京 都 立 工 業 高 等 専 門 学 校 長

サ レ ジ オ エ 業 高 等 専 門 学 校 長

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校 教 務 主 事

委

一
雄
次
彦
生
昭

１

伸

恭

孝

安

次

冨

木

上

田

田

中

島

鈴

河

高

藤

田

小

宏

之

俊

雄

夫

夫紀

光

浩

明

邦

種

祐

本

本

上

浜

野

田

藤

松

井

長

西

下

裕

之

朗

雄

穂

介

俊

三

譲

裕

隆

宏

志

忠

一
大

正

修

　

雅

島

木

澤

山

川

原

屋

田

田

田

島

松

青

小

中

中

三

古

塚

中

寺

男

夫

美

三

昭

幸

樹

行

行

司

龍

節

俊

周

　

孝

朋

茂

宏

俊

二

博

徳

聡

明出

恭

幸

義

　

日

上

澤

村

村

見

潔

裕

司

之

明

明

茂

隆

則

敏

秀

二

次

之

三

三

行

人

司

敏

員 長
小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 長

長

長

校

校

学

学

専

専

等

等

高

高

業

業

エ
　
エ

京

野

東

長

,青

東 京 都 立航 空 工 業 高 等 専 門 学 校 長

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校 長

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

委 員
小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

東京都立航空工業高等専門学校学生主事

神 戸市立工業 高等 専門学校 学生 主事

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

東京都立航空工業高等専門学校体育主任

神 戸 市立 工業 高等 専門学校 体育主任

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

木 更 津 工業 高等 専 門学 校 学 生 主 事

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 主 事

東京都 立工業高等専門学校学生 主事

サ レジオエ業高等専門学校学生 主事

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

木 更 津 工業 高 等 専 門 学校 体 育 主任

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

東京都 立工業高等専門学校体育 主任

サ レジオエ業高等専門学校体育主任

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校 体 育 主 任

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

木 更 津 工 業 高 等 専 門学校 事 務 部 長

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

東京都 立工業高等専門学校事務 室長

サ レジオ エ業 高 等 専 門学校 事 務 長

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長

木 更 津 工 業 高 等 専 門 学校 学 生 課 長

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長

東京都 立工業高等専門学校学生係長

サ レジオエ業高等専円学校総務係長

部 長
委 員
″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

遠

藤

藤

藤

田

村

田

中

田

岡

田

島

山

田

澤

薮

崎

名

藤

矢

田

森

高

近

伊

安

添

篠

江

村

鎌

櫻

福

五

大

太

小

海

矢

椎

加

大

篠

広

至

正 己

賢之助

耀次郎

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 事 務 部 長

東京都立航空工業高等専門学校事務室長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

男

実

光

彦

文

庸

　

正

彰

明

面

江

國

藤

木

恵

川

津

伊

岩

群馬工業高等専門学校  櫻
小 山工業高等専門学校  三
木更津工業高等専門学校  篠
東京工業高等専門学校  古
長 岡工業高等専門学校  緒
長野工業高等専門学校  内
東京都立航空工業高等専円学校 池
サレジオエ業高等専門学校  高
神戸市立工業高等専門学校  中
群馬 工業高等専門学校  高

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長  村
東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長  金
長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長  木
東京都立航空工業高等専門学校学生係長  :谷

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長  吉

部

委 員 茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校

東京都立工業高等専門学校

東京都立航空工業高等専門学校

サ レジオエ業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

＋
又
■
■

菫
え
立
″̈

入

本

田

田

中

多

田

田

保

　

　

　

　

森

森

塩

鈴

久

塚

村

門

鎌

小

広

介

樹

俊

男

治

明

修

穂

郎太

大

朋

正

和

了

忠

　

一
健

岡

原

村

屋

方

山

原

野

川

橋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

信

俊

智

敬

修

宏

嘉

俊
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陸上競技

委員長

委 員
〃

″

″

卓 球
委員長

委 員

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野 工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野 工業高等専門学校

小山工業 高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

小山工業高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

群馬 工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

東京工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

長野工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

群馬工業高等専門学校

介

一
郎

一
義

大

英

太

好

純

原

田

美

中

田

三

土

渥

田

三

夫

夫

巳

郎

稔

二不

邦

雅

一

男

広

樹

章

和

　

博

方

川

田

橋

緒

小

石

高

幸

信

夫

敬

男

伸

照

英

　

典

野

野

澤

寄

藤

小

知

倉

宮

遠

助

郎

敏

ん

彦

和

太

誠

健

　

は

文

米

澤

橋

島

田

藤

口

金小

高

中

吉

伊

出

次

郎

夫

人

之

太

俊

健

幸

雅

雅

入

橋

林

原

山

塩

高

小

笠

亀

仁

樹

夫

司

修

伸

繁

朝

俊

島

原

藤

田

野

野

川

伊

鎌

高

靖

広

詞

透

久

弘

也

雅
　
　
　
智

達

木

岡

瀬

井

氷

間

川

鈴

櫻

黒

青

碓

奥

荒

樹

子

正

明

本

野

松

内
一
寿

一
昭

治

空

芳

一
京

善

　

成

尾

田

田

井

村

瀬

官

黒

押

荒

西

百

明

治

博

行

立

英

　

良

浦

田

口

澤

杉

脇

樋

富

パスケットボール

委 員 長   東京都立航空工秦高等専門学校

委  員   東京都立工業高等専門学校

′′    東京都立航空工案高等専門学校

東京都立航空工彙高等専門学校

バレーボール

委員長  長岡工業高等専門学校
委 員  長岡工業高等専門学校
〃  長岡工業高等専門学校
〃  長岡工業高等専門学校

三

典

一　
剛

敬

正

恵

田

間

田

橋

保久

岩

上

高

ソフトテニス

委員長  茨城工業高等専門学校
委 員  木更津工業高等専門学校
′′  長野工業高等専門学校
′′   東京都立工薬高等専門学校
″  茨城 工業高等専門学校

柔 道
委員長

委 員
〃

〃

長 岡工業高等専門学校

東京都立工業高等専門学校

長岡工業高等専門学校

長岡工業高等専門学校

剣 道
委員長

委 員

′′

′′

′′

″

′′

′′

硬式野球

委員長  群馬工業高等専門学校
委 員  群馬工業高等専門学校
″  群馬工業高等専門学校
〃  群馬工業高等専門学校
〃  群馬工業高等専門学校
″  群馬工業高等専門学校

ハンドボール

委 員 長  サ レジオエ葉高等専門学校

委  員  石川 工業高等専門学校
〃   サレジオエ業高等専門学校
〃   サレジオエ案高等専円学校
〃   サレジオエ葉高等専門学校

サッカー

委員長

委 員
〃

〃

′′

′′

′′

テニス

委員長

委 員
″

″

〃

〃

水 泳
委員長

委 員
〃

〃

バ ドミントン

委 員 長  東京都立工業高等専門学校

委  員   東京都立工業高等専門学校

ラグビーフットボール

委 員 長   兵 庫
"″
r―
',卜

r― ル●会 会■

委  員  神戸市立工業高等専門学校
″   神戸市立工業高等専門学校
〃   神戸市立工業高等専門学校
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種 目 別 競 技 委 員

人

利

明

豊

嘉

一　
　
徳

多

永

野

瀬

門

富

飯

廣

蝦 名
高 橋
楡  井
保  福
佐  藤

彦

敏

則

宏

正

　

義

井

田

本

西

森

駒

小

森

中



ロ第40 (平成17年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開催趣旨
全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を与え,

技術の向上とスポーツ精神の高場を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互の親睦を図

ることを目的として開催する。

2.主  催
社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

全国高等専門学校体育協会

日本陸上競技連盟

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

全日本柔道連盟

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミントン協会

3.主  管
(社)全国高等専門学校体育協会陸上競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会バスケットボール

競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会バレーボール競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協

会ソフトテニス競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会卓球競技専門部,(社)全国高等専門学校

体育協会柔道競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会剣道競技専門部,(社)全国高等専門学校体

育協会野球競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会サッカー競技専門部,(社)全国高等専門学校

体育協会ハンドボール競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会テニス競技専門部,(社)全国高等

専門学校体育協会バ トミントン競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会水泳競技専門部

茨城県ソフトテニス連盟,栃木陸上競技協会,栃木県剣道連盟,栃木県高体連剣道専門部,群馬県サッ

カー協会,群馬県水泳連盟,東京都バスケットボール協会,東京都ハンドボール協会,新潟県バレーボ

ール協会,新潟県柔道連盟,長野県卓球連盟,長野県テニス協会,兵庫県ラグビーフットボール協会

4.後  援
文部科学省

(財)日本体育協会,(財)日本ソフトテニス連盟,(財)日本卓球協会,(財)全 日本剣道連盟 ,

(財)日 本水泳連盟

茨城県,栃木県,群馬県,新潟県,長野県,兵庫県

茨城県教育委員会,栃木県教育委員会,群馬県教育委員会,東京都教育委員会,新潟県教育委員会 ,

長野県教育委員会,兵庫県教育委員会

水戸市,ひたちなか市,宇都官市,小山市,前橋市,長岡市,長野市,神戸市
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水戸市教育委員会,ひたちなか市教育委員会,宇都官市教育委員会,小山市教育委員会,前橋市教育委

員会,長岡市教育委員会,長野市教育委員会,神戸市教育委員会

(財)茨城県体育協会,(財)栃木県体育協会,(財)群馬県体育協会,(財)新潟県体育協会,(財)長

野県体育協会

水戸市体育協会,ひたちなか市体育協会,字都官市体育協会,小山市体育協会,前橋市体育協会,(財 )

長岡市体育協会,長野市体育協会,小山市剣道連盟,群馬県高等学校野球連盟,東京都クラブハンドボ

ール連盟,品川区バ ドミントン協会,長野市卓球協会,長野市テニス協会

朝日新聞社,毎 日新聞社,読売新聞社, 日本経済新聞社, 日刊工業新聞社, 日本工業新聞社,共同通信

社,文教ニュース社,上毛新聞社,信濃毎日新聞社,NHK,群 馬テレビ, SBC信越放送,NBS長
野放送,テ レビ信州,長野朝日放送

5.担当地区  関東信越地区

6.担 当 校  群馬工業高等専門学校

7.開 催 校

茨城工業高等専門学校,小山工業高等専門学校,長岡工業高等専門学校,長野工業高等専門学校 ,

東京都立工業高等専門学校,東京都立航空工業高等専門学校,サ レジオエ業高等専門学校,神戸市立工

業高等専門学校,群馬工業高等専門学校

8.大会期日

平成 17年 8月 3日 (水)～ 14日 (日 )

平成 18年 1月 4日 (水 )・ 5日 (木)・ 7日 (土 )・ 9日 (月 )

(冬季は,ラ グビーフットボール競技のみ)

10.大会事務局

第40回全国高等専門学校体育大会事務局を,群馬工業高等専門学校内に置く。

各種目ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

11.競技方法  各種目別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数

全国高等専門学校体育大会開催規則〈制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。

14.参加申込方法  各種日別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。
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9.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場  一覧表のとおり

13.表   彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。



15.競技の組合せ  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

16.選手の変更   各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施しない。

(2)種目別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

18.打合せのための時間

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

19.分担金及び参加料

〈1)分担金

分担金は, 1校当たり225,000円 とし,社団法人全国高等専門学校体育協会から請求書が送付される
ので,それにより納付する。

(2)参加料

ア.団体戦は,各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は,「 1,500円 ×最大登

録選手数」により積算する。 (ただし,ラ グビーフットボールは, 1チーム当たり6,000円 とする。)

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,500円 とする。

ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複して参加料を徴収しない。
工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお,既納の参加料は返還し

ない。

20.宿  舎  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

21.そ の 他

(1)選手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行うこと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参する。

(3)独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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第40回 (平成17年度) 全国高等専門学校体育大会
競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

競 技 種 目 競 技 日 程 開  催  校 競 技 会 場

陸 上 競 技
平成 17年
8月 10日 (水 )

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 栃木県総合運動公園陸上競技場

平成17年
8月 7日 (日 )～ 8日 (月 )

東京都立航空工葉高等専門学校
駒沢オリンピック公園総合運動場

駒沢体育館及び駒沢屋内球技場

駒沢オリンピック公園総合運動場
駒沢体育館及び駒沢屋内球技場

男子
平成17年
8月 9日 (火 )～ 10日 (水 )

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校  長岡市市民体育館

パ レー ボ ー ル

女 子
平成 17年
8月 9日 (火 )～ 10日 (水 )

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校  長岡市市民体育館

ソ フ ト テ ニ ス 茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校
水戸市総合運動公園テニスコート
雨天時 i水戸市民体育館

卓 球

　

一　

道

平成 17年
8月 6日 (土)～ 7日 (日 )

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校  長野運動公園総合体育館

柔

剣

硬

サ

平成 17年
8月 6日 (土 )

長 岡 工 業 高 等 専 門 学 校 長岡市市民体育館

道

式  野  球

平成 17年
8月 7日 (日 )

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校 栃木県立県南体育館

平成 17年
8月 6日 (土 )～ 7日 (日 )

群馬県立敷島公園野球場
及び前橋市民球場

ツ カ
平成 17年
8月 4日 (木)～ 7日 (日 )

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校

1平成18年

ラグビーフツトボール 11月 4日 (水 )・ 5日 (木 )

1  7日 (土 )・ 9日 (月 )
神戸市立工業高等専門学校 神戸ユニバー記念総合運動公園

ハ ン ド ボ ー ル 1平
成17年
+8月 6日 (土 )～ 7日 (日 )

サレジオエ業高等専門学校 川崎市とどろきアリーナ

一７ ス
平成17年
8月 3日 (水)～ 5日 (金 )

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校
南長野運動公園テニスコート
雨天時 :やまびこドーム

東京都立工業高等専門学校 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館

平成 17年
8月 6日 (土 )

群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校水 泳 群馬県立敷島公園水泳場
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群 馬 工 業 高 等 専 門 学 校
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及び補助陸上競技場

平成17年
8月 13日 (土)～ 14日 (日 )

バ ド ミ ン ト ン



第 40 全国高等専門学校体育大会口

第 29 ロ 全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会
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東京都バドミントン協会

会 長 清 水 務

第40回全国高等専門学校体育大会。第 29回全日本高等専門学校バドミントン選

手権大会が東京都・駒沢オリンピック公園総合運動場体育館において、全国から予選

を勝ち抜いて参加された選手並びに監督。役員の皆様をお迎えして盛会に開催できま

すことは、私どもバ ドミントン関係者にとりまして、誠に喜ばしいことであり、心よ

り歓迎申し上げます。

この駒沢オリンピック公園総合運動場体育館は、かつて東京オリンピックのレスリ

ング競技で日本選手の金メダリストが数多く誕生した会場です。現在は東京都内唯一

の緑地総合運動場として、都民に憩いの場を提供する会場となっております。

東京都は我が国における政治、経済の中心で、世界十指に入る過密な都市でもあり

ますが、随所に歴史的な遺跡もあり、試合後に是非ご探索されて頂ければ幸いに存じ

ます。

さて、本大会に出場されます選手、監督、コーチの皆様には、夢と希望を胸に、日

本一を目指し、お互いに切磋琢磨された日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、最後ま

で白熱したプレーを展開されますよう念願しております。

また、本大会期間中、全国の高等専門学校生との親睦と友情を深めて行って頂き、

青春のよき思い出となりますよう願ってやみません。

結びに、本大会の開催にご尽力いただきました関係各位の皆様に深く敬意を表しま

すとともに、本大会

の成功と選手の皆様のご活躍を祈念致しまして、歓迎のことばと致します。
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歓迎の ごあい さつ

東京都立工業高等専門学校

校 長 藤 田 安 彦

このたび第40回全国高等専門学校体育大会・第 29回全日本高等専門学校バ ドミ

ントン選手権大会を本校を主管校として東京都。駒沢オリンピック公園総合運動場体

育館において開催することができましたことは、本校教職員および学生一同にとって

大きな慶びとするところであります。

競技に参加される選手諸君にあっては、各地区予選の激戦を勝ち抜かれ、全国大会

出場の栄冠を得られましたことをお慶び申し上げます。是非とも日ごろの厳しい練習

の成果を十分に発揮し、悔いの残らない戦いを繰り広げていただく事を期待します。

東京は約 1,200万人の人たちが生活する世界の大都市の一つです。このような大都

市東京には解決すべき問題がたくさんあり、その技術的観点から答えるための「東京

工学」の推進のため、来春には本校と都立航空高専を再編し、都立産業技術高専 (仮

称)と して新たなページを開こうとしております。このような都立高専の節日の年に

本大会を開催することは極めて光栄に存じます。

最後に、本大会を開催するにあたり、多大なご尽力とご支援を賜りました東京都バ

ドミントン協会をはじめ、関係各位に対し厚く感謝申し上げ、歓迎のご挨拶といたし

ます。
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大   会   日  程

〔会議〕 8月 12日 (金)16:00～ 代表者会議

〔競技〕駒沢オリンピック公園総合運動場体育館

8月 13日 (土)9:00  開場
9:15～  開会式
10:00～  競技開始 団体戦

男子個人戦 (複 )

女子個人戦 (複 )

8月 14日 (日 )9:00

9:30^ψ

開場

競技開始 男子個人戦 (単 )

女子個人戦 (単 )

競技終了後 閉会式

式 典 次 第

鳳目  込、  こ●
:フri   ム    ,、

開

開

優

優

担

開

主

競

選

閉

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

式 の こ と ば
会   宣   言

勝杯返還・レプリカ授与

勝楯返還・レプリカ授与

当 校 あ い さ つ

会 の こ と ば
催 者 あ い さ つ

技 ・ 審 判 上 の 注 意

手   宣   誓
式 の こ と ば

式

.開 式 の こ と ば

績  発

会  議

会  宣
.閉 式 の こ と ば

１

２

３

４

５

６

〈
バ閉

成

表

大

閉

表

彰

評

言
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競 技 役 員

総 務 委 員 長  東京都立工業高等専門学校   藤田 安彦

総 務 副 委員長  東京都立工業高等専門学校
′′

〃

伊藤 周三

小川  広
太田 耀次郎

競 技 役 員 長  東京都立工業高等専門学校   松本 正樹

競技審判部長  東京都バドミントン協会 官路 秀憲

競技審判副部長  東京都バドミントン協会 沼田 昭子

審 判 委
井野

益頭

鈴木

藤崎

伊草

小林

赤間

鳥越

平井

保田

田口

児玉

小林

松崎

東京都バ

小守

荒谷

矢野

永田

塚原

太田

矢野

青木

橋本

中林

後藤

阿部

官田

有村

岡田

柿澤

草刈

仲澤

赤川

関 昭
松永

木村

鴨志田

伊藤

香取

高増

黒木

奥山

時彦
自ヨ

=エ
だ

`■
~

勝江

正子

健

和美

陽子

成子

由美子

道子

照久

慶洋

員

紀枝

和雄

忍

靖子

幸子

和代

仁

俊秀

牧子

秀行

葉月

美和

清美

明彦

ドミン トン協会 (公認審判員 )

一枝   ノヽ谷 みずえ
勝造   大貫 和子
節子   高木 実
紀代枝  橋本 恵子
美津子  野津山恵美子
四郎   飛世 康子
かよ   角田 彰
康敏   平山 孝志
はるみ  隅田 明代
和男   樋地 正秀
進    中野 正一
房子   伊藤 ちはる
富子   大塚 真弓
英泰   慶野 誠

競 技 補 助 員  東京都立工業高等専門学校バドミントン部員
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1.主  催   (社 )全国高等専門学校体育協会,(財)日本バ ドミントン協会

2.主  管  (社 )全国高等専門学校体育協会バ ドミントン競技専門部
東京都バ ドミントン協会

東京都立工業高等専門学校

3.後  援  文部科学省、 (財)日本体育協会
朝日新聞社、毎日新聞社、讀費新聞社、日本経済新聞社、日刊工業新聞社

日本工業新聞社

4.期   日  平成 17年 8月 13日 (土)・ 14日 (日 )

5.会  場  駒沢オリンピック公園総合運動場体育館
〒154-0013東京都世田谷区駒沢公園 1-1(TEL 03-3421-6121)

6.種  目  (1)男子団体戦    (2)男 子シングルス  (3)男子ダブルス
(4)女子シングルス  (5)女子ダブルス

7.男子団体戦チーム編成
監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、男子選手 8名以内

8.参加資格 (1)申込期日迄に平成 17年度 (財 )日 本バ ドミントン協会に登録を申請した者と
する。

(2)団体戦、個人戦とも各地区から選抜されたチーム又は選手とし、これに開催

校の出場を加える。

地区割 り、選抜数及び開催校出場枠は下記のとおりとする。

地区名 団体戦
男子個人戦 女子個人戦

シングルス ダブルス シングルス //tvz
北海道 1チーム 1名 1組 2名 2組

ラに」ヒ 1チーム 2名 2糸且 2名 2組

関東・信越 2チーム 2組 2名 2組

東海・北陸 2チーム 2糸且 2名 2組

近畿 2名 2糸且 2名 2糸且

中国 1チーム 2名 2組 2名 2組

四国 1チーム 2名 2組 2名 2組

九州・沖縄 2チーム 2名 2組 2糸且

開催校 1チーム 1名 1組

16組 16名 16組

9.競技規則  平成 17年度 (財)日本バ ドミントン協会競技規則並びに同大会運営規程及び同
審判運営規程に準拠する。

10.競技方法
(1)各種日ともトーナメント戦により、優勝を決定する。なお、 3位決定戦は行わ

ない。

(2)男子団体戦は 1複 2単とし、複から試合を行う。ただし、同一選手が同一対抗

内に於いて重複することはできない。

(3)男子団体戦は、各校の初戦に限り、 1複 2単の3試合を行い、以降は勝敗決定
後を打ち切りとする。

11.使用シャトル  (財 )日本バ ドミントン協会第 1種検定合格品

12.組合せ及び抽選

組み合わせ抽選は、本大会実施要項及び平成 17年度 (財)日 本バ ドミントン協会大会運営
規程に拠り、競技役員長 (レフェリー)の指示により、本大会実行委員会及び東京都バ ドミ
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ントン協会役員の責任に於いて 7月 29日 (金)までに行う。

13.表彰   団体戦 。個人戦とも第 1位から第 3位までを表彰する。
14.参加料

団体 1チーム当たり12,000円 、選手 (団体戦出場者を除く)1人当たり1,500円 とし、参加
申し込みと同時に次の振込口座へ納入すること。

振込回座

金融機関名 大東京信用組合品川支店
口座種別  普通預金
口座番号  0948042
日 座 名  東京都立工業高等専門学校

校長 藤田安彦
15.参加申込

(1)申込期限

(2)申込先

平成 17年 7月 22日 (金)必着

〒140-0011

東京都品川区東大井 1-10-40
東京都立工業高等専門学校 学生係
第 40回全国高等専門学校体育大会
第 29回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会事務局
TEl´ 03-3471-6331  FA)【  03-3471-6338

所定の参加申込用紙に必要事項を記入の上、 2部作成 し、上記事務局宛
送付すること

(3)申 込方法

16.代表者会議

(1)日  時 平成 17年 8月 12日 (金) 16時 00分
(2)場 所 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館 会議室
(3)出席者 監督及び主将、大会役員等

17.練習会場

(1)日  時 平成 17年 8月 12日 (金) 13時 00分から16時 30分
(2)場 所 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館

18.開会式及び閉会式

(1)開会式 平成 17年 8月 13日 (土)9時 15分より競技会場で行う。
(2)閉会式 平成 17年 8月 14日 (日 )競技終了後、同会場で行う。

19.宿泊  別途通知し斡旋する。
20.その他

(1)服装と背面ネーム

①競技中のウェアは、白色または色付き着衣を使用する場合は競技の品位を保つ為に、
(財)日本バ ドミントン協会審査合格品を限度とする。
②選手は、上衣の背面中央に縦 15伽、横 30m程度の大きさで、学校名と選手の姓を
上衣に映える配色で明示する。ただし、上衣に校名が明示されている場合には、選手の
姓のみ明示する。

③開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユニフォーム)又はトレー
ニングウェアとする。
(2)応急処置
①試合中の負傷については、大会本部で応急処置をするが、その後の処置は各学校及び
各自で行うこと。

②健康保険証等は、各自で準備しておくこと。
③独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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競 技 上 の 注 意
1.本大会は平成 17年度 (財)日 本バ ドミントン協会競技規則並びに同大会運営規程に基づいて実施
します。

2.各校代表者は来場時に会場で受付を済ませて下さい。
3.男子団体戦のオーダー用紙は初回戦分を代表者会議で配布いたします。以降は各対抗戦試合終了時
に主審より配布致します。会場放送がありましたら、速やかに 5分以内に本部オーダー交換所に提
出をお願いします。

4.競技方法
(1)各種日ともトーナメント戦により、優勝を決定します。なお、 3位決定戦は行いません。
(2)男子団体戦は 1複 2単とし、複から試合を行う。ただし、同一選手が同一対抗内に於いて重
複することはできません。

(3)男子団体戦は、各校の初戦に限り、 1複 2単の 3試合を行い、以降は勝敗決定後を打ち切り
とします。

5.各試合共、選手は本部横の選手集合所より主審の誘導でコー トに入ります。
6.競技中は、コールのあつた当該選手を除き、競技場内での練習は認めません。
7.ト スの後、試合を開始する前に 3分以内の練習を認めます。
8.試合のコールから5分以上経過してコー トに入らない場合は棄権となります。
9.男子団体戦では、各対抗戦開始時に 5分以上経過してオーダー登録に満たないチームは、棄権と見
倣します。

10.1ゲーム終了時の 90秒を超えないインターバル、あるいはゲームオールでの 5分を超えないインタ
ーバルは主審により計時致します。

11.試合番号優先で試合進行いたします。進行状況により、試合開始時刻及びコー トの変更をすること

があるので、予め御了承願います。本部の放送に注意してください。

12.男子団体戦は、時間の都合上、試合を複数のコー トで同時に行います。
13.同一選手の試合が連続する場合、原則として 15分程度の空き時間を設けます。
14.シ ャトルは第 1種検定合格品を使用します。銘柄の変更には応じられません。
15.オーダー提出後のオーダー変更は認めません。初戦にあたつて、勝敗決定後の第 3試合に於いても
オーダー変更を認めません。

16.競技中、各プレーヤーは着衣に学校名及び選手名を明示して下さい。
17.本大会会期中に (財)日本バ ドミントン協会 1級、2級公認審判員資格検定会を実施いたします。

審 判 上 の 注 意

1.平成 17年度 (財)日本バ ドミントン協会現行の競技規則及び同公認審判員規程により厳正に競技
を運営します。

2.競技規則の第 9条 (サービス)、 第 13条 (フォル ト)、 第 16条 (プレーの継続、不品行な振舞い、
罰則)については、厳正に判定します。
3.すべてのマッチ (試合)の第 1ゲームと第 2ゲームの間に 90秒を超えないインターバルを、そし
て、第 2ゲームと第 3ゲームの間に 5分を超えないインターバルを認めます。〔第 16条第 2項〕

4.各コー トのベンチに入る事の出来る者は、個人戦の場合は当該プレーヤーのみ、団体戦の場合は、
当該チームの登録選手 (女子選手を除く)並びに監督、コーチ、マネージャーに限ります。
5.プ レーヤーは第 16条第 2項の 5分を超えないインターバルを除き、マッチ (試合)が終了するま
で、主審の許可なしにコー トを離れてはならない。〔第 16条第 5項(2)〕

6.プ レーヤーは、どんなことがあっても、体力や息切れを回復できるようにプレーを遅らせてはなら
ない。〔第 16条第 4項 (1)〕
7.プ レーヤーは第 16条第 2項のインターバル、第 16条第 3項のプレーの中断を除き、マッチ (試合)
が終了するまでアドバイスを受けてはならない。〔第 16条第 5項(1)〕

8.プ レーヤー以外の競技者は、原則としてコー トに入ってはいけないが、第 16条第 2項のインター
バル時にプレーヤーにアドバイスロ的の為、監督やコーチなど同時に延べ 2人まで入ってもよい。

〔公認審判員規程第 3条第 3項〕
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9.競技中のウェアは、白色または色付き着衣を使用する場合は競技の品位を保つために (財)日 本バ
ドミントン協会の審査合格品を限度とする。〔大会運営規程第 19条〕

10.選手は、上衣の背面中央に縦 15m、 横 30m程度の大きさで、学校名と選手の姓を上衣に映える
配色で明示する。ただし、上衣に校名が明示されている場合には、選手の姓のみ明示する。

11.競技規則第 16条第 4項、第 5項、第 6項のいかなる違反に対しても、主審は、次の処置をとる。
(1)違反したサイ ドに警告をする。(2)一度警告を受けた後、再び違反した場合は、そのサイ ドをフ

ォル トにする。(3)日 に余る不品行な振舞いをしたり、またはそれを続けた場合には、そのサイドを

フォル トとし、直ちに競技役員長 (レフェリー)に報告する。〔第 16条第 7項〕
12.審判員の判定に対して疑間がある場合は当該プレーヤー、また団体戦の場合は当該プレーヤーと監

督に限り質問することが認められる。ただし、抗議あるいは異議であってはならない。

〔大会運営規程第 33条〕
13.主審及び線審は東京都バ ドミントン協会審判部で行います。得点表示係は下記の要領で各校に割り

振り致しますのでご協力ください。

① 男子団体戦の場合は、組み合せ表に於いて、学校番号の遅番校から2名 (Sl、 S2)、 若番校か
ら1名 (D)を出してください。

② 個人戦の場合は、選手番号の遅番から1名 を出してください。

体 育 館 使 用 上 の 注 意
1.ウ ォームアップ場でのシャトル打ちは禁止致します。
2.競技上フロアでの飲食は厳禁です。競技中の水分補給はふた付きの物に限り、競技区域内で主審の
許可があれば認めます。ベンチヘのクーラーボックスの持ち込みは禁止致します。

3.会場でのフラッシュ撮影は、競技の妨げになりますので禁上致します。
4.会場内でのビデオ撮影等の ACコ ンセント使用は、禁止致します。
5.ごみは、お持ち帰りください。荷物、貴重品等は各自で管理して下さい。
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第 40回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第 29回 全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会

タイム テー プル

日 時刻
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６
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I.団体戦

北  九 州
(九州沖縄 )
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I.男子個人戦 (複 )

高崎 康弘・山下 茂喜

(富 山 )

奥 直樹・村田 恭章
(徳 山 )

武藤 浩司・生田目 晃志

(東 京 )
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(北 九 州 )
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(高 松 )
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Ⅲ.男子個人戦 (単 )

(明 石 )

徳 永 雄 太
(秋 田 )

東
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Ⅳ.女子個人戦 (複 )
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(富 山 )
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v.女子個人戦 (単 )
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選 手 名 簿

北海道地区

旭川工業高等専門学校

監    督 沼 田  ゆ か り

コ チ

女子選手名
学

年

団

体

個人

複 単
み

佐 藤 真 美 ②
ヽ
‐ノ
イ
［ヽ

ず

後 藤 静 香 ②

学 校 名 釧路工業高等専門学校

山 崎  俊 博監    督
コ チ

'z4*)r*
団

体
複 単

選手名
学

年

① ①
か た た か ひ ろ

』
ｒ

な

・
Ｅ 田 孝 広 ○

や ま み つ 0い と

山 光 唯 斗

○
せ ´ た

関 井 祐 太

○
ご
吾

さ い と う

斎 藤 翔
⑤

ゃ
林

ず き
耀

´
０

山 崎 祥 寛
や ま ざ き よ し ひ ろ

∩
０

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

学  校 名 苫小牧工業高等専門学校
監 督 三 河  佳 紀
コ チ

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体

個人

複 単

た に か わ

谷 り|| めぐみ ①
か わ ば た さ お り
川  端  沙  織 ①

学 校 名 函館工業高等専門学校
監    督 古 俣  和 直
コ チ

マネージャー

個人
女子選手名

学

年

団

体
複 単

う
浮
す
須

こ
子
お
保
な
菜 ■■
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学  校 名 鶴岡工業高等専門学校
監    督 窪 田  員 治
:コ チ 中 島  直 樹
マネージャー 本 間  啓 吾

個人
選手名

団

体
複 単

す ど う た か ひ と
須 藤 崇 仁 ○
お お 0ま  よ し や
大 沼 喜 也 ○ ①

③ 菅 原 康 之

す が わ ら や す ゆ き
○ ①

′
４
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は
原
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□
円

り ょ う た
○

お
太
お だ  けいたろう
田 佳太朗 ○
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（
０
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佐 藤 辰 也 ○
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団
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ふ な
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み
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ゆ
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粕

と
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´

ち

″
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■
■
■
■
■
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■
■

■
■
■
■
■

学 校 名 秋田工業高等専門学校
監 督 田 畑  季 章
二 : チ

マネージャー

個人
選手名

学

年

団

体
複 単

と く な が ゆ う た

徳 永 雄 太 ②

個人
女子選手名

学

年

団

体
複 単

ふ く し ま と も み
福 島 朋 美
か わ ベ
川  辺 ，オ

い
衣
あ
亜 ②

■■
■■

■
■
■
■

学 校 名 宮城工業高等専門学校

監    督
こコ チ

マネージャー 栗 林  正 季

選手名
学

年

団

体

個人

複 単

こ
子
び
孫
あ
安

た
拓

や

１

一

Ｉ

也 ②
は れ や ま け い す け
日青 山 桂 輔 ②

学 校  名
監    督 カロ 藤  治 雄
コ チ

マネージャー

個人
女子選手名

学

年

団

体
単

お の で ら な
小 野寺 莱 穂 ②■■
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東北地区

学

年

学

年

②

①
.: い  と う ひ ろ あ き :″
ユl伊 藤 広 明 I。~~~¬

2 1

一関工業高等専門学校

複

生  田  信  之



関東信越地区

小山工業高等専門学校学 校  名
監    督 山 崎  敬 則
コ チ 島 田  啓 佑

小 り|1 拓 也-?,?.-rt*
個人団

体
単

選手名
学

年

①①
ぜ き きょうへい

横 関 恭 平

① ① ②
ろ

Ｔ
工″́１１ 宏
一

子
く
黒

ま さ ひ ろ

① ①竹 ユ削 友 祐

だ け ま ぇ ゆ うす け

①
′
■

お お うち た カ

士
い
一

〓

′

一重■
¢大

①桐 原 稔
ｒ
ｉ力́μ

き り は ら と し ゆ き

①
´
０

さ  | と う し ん や
斎 藤 慎 越

き
樹

ふ しな み  げ ん

藤 波 玄
①

い
０
み ね セヽ み き ひ
嶺 井 幹 彦

■■

学  校  名 東京都立工業高等専門学校
監 督 内 野 明 子

コ チ

マネージャー 細 メ|1 恭  平

個人

単
選手名

学

年

団

体
複

②修田
‐
山〓̈

わ た  し,,う いち

う き た と も あ き

浮 田 知 章 ② ①

加 藤 丈 侍 ②

齋 藤

さ い と う や

ヽ
え
■
日

き
喜
み
允 ②

② ③
じ
司

こ
浩

だ
田

た
高

´
０

広智

と も ひ ろだ
田

ん

ヽ

ほ

「

４
②

よ し か わ  しょうたろう

吉 り|1 翔太郎 ②

‘

‘⑧
お
徹

ぅ
藤

さ
佐 ②

個人学

年

団

体
複 単

女子選手名

と う

松 任  ひ とみ
４

， ○ ①

①本イ中

や

只

な か も と み
○

■

■■

長野工業高等専門学校学 校 名
監    督 小 林 茂 樹

二 : チ
」r  里゙   」r  ′[2
口   1+  ′し`   :不

-?i*r-Y*
個人

複 単
女子選手名

学

年

②か
香
や
綾―、ノ

き

サヽ
Ｌ

と
本

ゆ
湯

学 校 名

監    督 東   雄  二
コ チ 岡 本 真 理 子

豊  崎   希マネージャー

個人
女子選手名

学

年

団

体
複 単

ゆす ず

鈴 木 裕 理
ほ

ちなみ穂
ら
倉 ②

■■

学 校 名 東京工業高等専門学校

監    督 城 石 英 伸

二 I チ 田 極 ゆ と り

マネージャー 前  田  弘 美

団

体

個人

複 単

①
じ
司

こ
浩
ぅ
藤卜

ヽ

む

一Ｔ

Ｆ
つ ②

な ま た め  あ き ゆ き
生 田目 晃 志

４

， ② ③
お か だ  ど ん え |

岡 田 銀  平
４

‘ ③

〓

一

み

一
．
一

り や

堀 勝 也 ③
ま つ お  の ポ ゆ き
松 尾 信 之

´
０
た き ぎ わ

縄 澤
や

，
コ

．
■
おな
尚 ③

に し や ま ゆ う

西 山 勇
た
太

′
４

０
０
さ さ や  し ょ う た
笹 谷 軍 太

-28-

複

① ③

①

団

体

木更津工業高等専門学校

②
１

一

２
一

「

~~

1 2

選手名
学

年

③

③

③

③

③



東海北陸地区

学  校  名
監 督 安  田  賢 生
コ チ 中  西   亮

長 村 靖 寛

選手名
学

年
複

①
た か さ き や す ひ ろ
高 崎 康 弘 ① ① ②
や ま し た  し げ  き
山 下 茂 喜 ① ①
な か せ  0さ と し
中 瀬 久 淑 ①
な か た に

中 谷
じ
次
ん

口
民

ぎ

と
Ｘ

′
４ ①

カ やゆ

坂 野 友 哉 ①
し ん た に ゆ う や

新 谷 優 哉 ①

①
な か つ ば  ま き た カ

中 坪 壮 挙

辻

こうだ い

広  大 ①

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

学 校 名 鈴鹿工業高等専門学校
監 督

コ チ 松 田  正 徳
マネージャー 新 井  雅 美

個人
選手名

学

年

団

体 首
久

，
■ 単

ヽ
ノ
石
¨ヽ

勇

む

山
て
寺
や ま  =

②

②
か  じ や  ま さ ひ ろ
加治屋  昌 宏

弓田

か だ か す まお
［
円

②
み ず た に あ き た か

水 谷 彰 孝 ②
ぷな
学

また
田

く
倉 ②
た き が わ ふ と し
瀧  り|1 太 志 ②

だ や

塚  田 竜 也
rうヽ
eヽノ

オ木 史ロ

も り ぐ さ
智 ②

個人学

年

団

体
複 単

ぇ
恵上 原 理

う え は ら り
②

なみ ず た に

水 奈谷
か
可 ②

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■

学 校  名 富山工業高等専門学校
監    督 高 田  英 治
コ チ 国  本   彩
マネージャー 日 本  亜 衣

女子選手名
学

年

団

体

個人

複 単

ま せ ぐ ら

馬瀬口
な つ え

奈都絵 ①

ま
松
ぃ
井 はるか ① ①

学 校 名 鳥羽商船高等専門学校
監    督 宮 林  茂 樹
二 : チ 世 古  文 彦
マネージャー 相 坂  真 衣

個人学

年

団

体
複 単

選手名

②梅 枝 武 臣
うめ ぇ だ  た け お み

②
さ
将

ま

―

でひ
秀

ど

戸
ま
牧

個人

単
女子選手名

学

年

団

体
複

②
|= ず

保
く
久

し
静
ヵ
佳

■
■

学 校  名 岐阜工業高等専門学校

所   哲  郎監    督
コ チ 河 瀬  賀 行

溝  日 勝  哉マネージャー

個人学

年

団

体
複 単

選手名

①
ゃ
林

|ま し だ い す け

大  輛 ■■
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富山工業高等専門学校

マネージャー

団

体

個人

単

奥 野  正 明

女子選手名

3



近畿地区

学 校 名 明石工業高等専門学校

監 督 宮 本  行 庸
コ チ 石  田  啓
'?l-*ra- 安 井 さ お り

選手名
学

年

団

体

個人

複 単

な か し ま

長 嶋
りゅういち

隆 一
ヽ
ノ
′
ヽ ① ①

‘な
字

だ

ｍ
中

・え

，
Ｅ

・，

，
川
”

○

さ い め ル  あ つ よ し
山 面 敦 主我

○ ①

た な か ひ で き

田 中 秀 樹
ま つ し た こ う じ
松 下 耕 司 ○

⑥
な か し ま (ナ  t

中 島 啓 太 ○

に し は ら か す き
西  原 豊

員

●
０ ○

あ
安
だ ち
達

な お さ
樹直 ○

女子選手名
学

年

団

体

個人

複 単

き
希

ま
麻

一
澤

おお

４
′

②

学  校 名 奈良工業高等専門学校

監 督 谷  口  幸 典
コ チ

<.i-;)t*

女子選手名
学

年

団

体

個人

単

お お に し も と み
大 西 智 美 ②
お か ぎ き ま な み

岡 崎 愛 実 ②

学 校 名神戸市立工業高等専門学校

監    督 手 代 木  陽
二 i チ

マネージャー

選手名
学

年

団

体

個人

複 単

ま つ せ た か つ ぐ

松 瀬 貴 嗣 ② ②
つ し も と よ う た く
辻 本 陽 琢 ②

女子選手名
学

年

団

体

個人

複 単

た  ぐ ち

ロ
よ
佳
ぇ
枝田 ① ①

い の うえ わ か な

井  上  ネロ香奈

-30-

○

い
０

複

ヽ
ジ
４
ヽ

４

●

①
l



中国地区

学 校  名 米子工業高等専門学校
監    督 藤  田  忠 義
コ チ 谷 本  明 逸
マネージャー

女子選手名
学

年

個人

単

子
●

の

口
，

ち

一日
み
美
な
奈
ま
真 ②

し も む ら み な

下 村  美奈子 ②

学  校 名 津山工業高等専門学校
監 督 塩  田  祐 久
:コ チ

マネージャー 藤  田  貴 久

個人
選手名

学

年

団

体
複 単

が な

鵜 飼 直 人 ○ ①
お ぐ ら よ うす け

ガヽ  本京  '羊  クト ○

つ きぎ わ ゆ う じ

築 澤 祐 史 ○

④ Ｈ
メ

つか
克

だ
ｍ四

ま
ュ削

４

● ○ ① ①
ひ ら ま つ た く み

平 松 卓 巳 ○

森 本 立電
oム

`ロ

も つ も と り ゅ う し
○ ②

い け  よ し ひ さ

小 池 佳 央 ○

の うた か す や
井 上 和 哉 ○

■
■
■

■
■

■
■

■
■
■
■

学 校 名 徳山工業高等専門学校
監    督 江  口  賢 和
コ チ 近 藤  圭 晃
マネージャー

選手名
学

年

団

体

個人

複 単
お な

直
き
樹奥 ②

む た や す あ き

村  田 恭  草

学 校 名
監    督 吉 本  啓 二
コ チ

マネージャー

女子選手名
団

体

個人

複 単
お き |ま り き , こ

沖 堀 桐 子 ① ①
さだ や す み な

貞 安 美 奈
ヽ
ノ
石
¨ヽ ②

い
０

団

体
複

5

311σ

大島商船高等専門学校

学

年

-31-



学 校  名 高松工業高等専門学校

監    督 =i=,  ユ・    `i彗,

「
:   /Jヽ     |テヽ

コ チ

マネージャー

選手名
学

年

団

体

個人

複 単

①
た

女

コ

け

「
“

し
士
心,青言 ○ ①

も りか わ  と も
森 りll 智

や

１
一

．
■

」
○ ① ①

た し
史森 暮

不
○ ②

ゆ
悠

だ
田
すま
増 児 ○

お お に し と し ふ み
大 西 敏 史 ○

す ぇ か ね  ま さ と

末 包 聖 人
′
■ ○

お お た に ま  き  き

大 谷 正 紀 ○

い
０

ふ し の  し ゅ ん き
′子秦 野 隼 捧 ○

学  校 名 新居浜工業高等専門学校
監 督 矢  野   潤
ユ : チ

マネージャー

個人学

年

団

体
複 単

女子選手名

①
ず
撻
押

ま
的
ば
場

● らか み  ゆ
村  上 由 衣 ①

ワ
里
ぇ
恵

大
部
ζ

●
κ

ヵ

手
‘

ｔ
冒 ② ②

②

■
■
■
■

学  校 名 高知工業高等専門学校

監    督 池 田 富 士 雄

コ チ

マネージャー

選手名
学

年

団

体

個人

複 単
み ぞ ぶ ち ゆ う や
7青 渕 裕

■●
「,ヽ

４

， ②
さ き お か  り ょ う じ
笹: 岡  艮  治 ②
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四国地区

´
０

|

①

一

３

一
４

一
　

　

一

か
佳

し
静
ぃ
井

一さ
泊



学 校 名 有明工業高等専門学校
監 督 中 島  洋 典
コ チ 高 松  竜  二
マネージャー 中 野  匡 章

個人学

年

団

体
複 単

②
ひ ら た  か す あ き
平 田 憲 章
おおまがり

大 山 新 矢
し ん や

②
い け が み  け い す け
池 上 慶 祐 ②

た

豊
し ま む ら ゆ
嶋  村 ②

そ
［
【

だ  た か ゆ き
田 貴 之 ②

６

）

だ い す けま
松
ぉ
尾 大  輔 ②

い け が み  た か 0で
池 上 貴 英 ②

０
０

た の うえ た く や

田 上 拓 弥 ② ②

個人学

年

団

体
単

女子選手名

ゃ
都

きるわ たり み
猿  渡 ②

さ
沙

み
美

き
本
の

．
．

さ

・
‐

か

七
刺 ② ①

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

学  校  名 北九州工業高等専門学校

監    督 白  神   宏
コ チ 本  郷
マネージャー 松  下  文 哉

個人
選手名

団

体 首
ヌ
，
↑ 単

① 藤 士ロ 泰
告

同

ふ じ よ し や す は る
①

た ま い  し ゅ ん さ
玉 井 淳 基 ①
な か し ま  ゆ  う き
中 嶋 祐 紀 ① ①

さ
樹
ろひ
大

だ
田

は
濱

′
４ ①

た お は た  よ う

峠 畑 陽 平 ① ①
よ う す けべ

部
あ
阿 陽  輔 ①
き む ら  こ  う  じ
木 村 昂 史

ヽ
ノ
る
０ ② ①

広艮

よ し ひ ろつ  つ  み

堤 ①

■■

人代工業高等専門学校

監    督 池 田  直 光
コ チ

マネージャー

学

年

団

体

個人

複 単
と が の は る み

栂 野 晴 美 ① ②

と
冨
み た ま り

田 具 利 子 ①

-33-

九州沖縄地区

隆

学

年

3

5

②

選手名

首
ス
，
↑

I

41

女子選手名

+&.&



立
，

一大
=
場
=

晉 佐 世 保 夕‖長
仁
弘
＞

林
　
旭

小
池
＜

俊
為
川

阿 部 順 一
吉 井 正 浩
(苫 小 牧 )

個人
(複 )

徳
男
＞

和
次
城

本
間
宮

山
平
＜

池   為 弘
(旭  川 )

英
＞
道
岡

間
長
本
＜

個人
(単 )

小 林 俊 仁
(旭 川 )

第

一
回 川

旭

長|| 佐 世 保団体 宮  坊
4ヽ

谷
(

馨
貝ll

)

茂
井

卜
　

権

玉 村 嘉 男
小竹原 勝 浩
(福 井 )

小 野
松 浦
(宮

裕
勇
＞城

個人
(複 )

久
道

＞

良
博
城

野

田
宮

昆
太
＜

裕
＞城

野
宮

′―“
福 井(

小 山  馨久
＞
良
城

野
宮
昆
＜

幸
＞
尚
松

山
高
金
＜

第

二
回

官

　

城
個人
(単 )

福  井 旭
F
,て官  城

( 宮

賀

内
須大

竹
行
実
＞

弘
　
城

定

一
＞
俊
岡

江
桶
長

堀
永
＜

小 野
松 浦
(宮

裕
勇
＞城

田
」」

山

外

実
夫
＞

土

土

＜

田

富

個人
(複 )

(舞
大久保 しと

＞
ひ
鶴

山 本 憲 幸
(旭  り||)

幸
＞
．

尚
松

山
高
金
＜

個人
(単 )

一
丁
′′
１

＞

弘
城黎宮

大

＜

第

二

回

福

　

井

新 居 浜 鶴  岡子団体
E
,て

樹
実
＞

正
　
岡

井
田
長

涌
神
＜

彦
行
＞

和
弘
城

田
賀
ゴ
須

１

山
大
＜

一
逸
＞

寿
健
戸

田 沢
館 山
( ノヽ

個人
(複 )

司
良
＞

泰

明
子

本
本
米

中
山
＜

(新 居 浜 )
砂 野 修 治 小竹原 勝 浩

(福  井 )

個人
(単 )

司
＞
泰

子
本
米

中

＜

日
【
＜

子
‘
口
，

豊

＞新 居 浜

第

四

回

米

　

子

成
F
,て 米  子 官  」団体 居

大須賀 弘 行
工 藤 洋 之
(宮  城 )

豊
治
＞
修
浜己コ

・，　
　
日
に

期
野
新

日
砂
＜

一
逸
＞

寿
健
戸

田 沢
館 山
( ノヽ

個人
(複 )

樹
実
＞

正
　
岡

井
田
長

涌
神
＜

司
＞
泰

子

本
米
中
＜

浩
E
,て 岡

林

＜

白
ハ
＞

樹
＞
正
岡

井
長
面
”＜

日
Ｈ
＜

平
―
Ｒ
， 豊

＞新 居 浜

第

五
回

新

居
　
浜 個人

(単 )

宮  城 石  川団ク 浜
郎
生
＞

一
孝
岡

生
ロ　
　
　
ー

゛

１

一一文

本

Ｊ

林
岡
＜

小 野 隆 則
小 島  克
(北 九 州 )

司

一
＞

健
敬

″居

石
内
新

白
堀
＜

之
英
＞

浩
充
川

野
井
石

中
酒
＜

個人
(複 )

茨 城

谷蜂

＜

旧
い
＞

一
岡
浩
長
林
＜

自
ハ

＞

司
＞
泰

子

本
米

中
＜

良明

子

本
米

――ド

第

六

回

」ヒ

九

州 個人
(単 )

高  知石 ‖
|団体

司
三
＞

洋
勤
城

原
室
茨

広

小
＜

英

一
＞

充
章
川

井
松
石

酒
中
＜

南 康 一
則 昭
井 )

沢
福
平
＜

浩
生
＞
孝
岡

藤
村
長

伊
岡
＜

個人
(複 )

正
＞城

見
こ“”
ν

士
口
＜

樹
＞
直
山

根
津
山
＜

個人
(単 )

ガヽ

(

博
＞
高
知

田
高 ,こr

πヨ 井 )

康南

＜

第

七

回

奈

　

良

長  岡団体
康
亨
＞

浩
　
ちココ̈
ー
目
に

田
口
新

鶴
秋
＜

彦
造
＞

政
栄
山

井
田
富

坂
前
＜

博
竜

＞

高
　
知

田
本
高

小
北
＜

個人
(複 )

広 原
小 室

(茨

司
三
＞

洋
勤
城

(

史
＞
清

子
谷
米 東 一只

中 西 英 夫小

(

博
＞
高
知

田
高

樹
＞
直

山
根
津
山
＜

第
ノヽ

回

東

　

京
個人
(単 )

浜 長   岡団体

(新 居 浜 )

城
秋

巳
亨
士
ロ
Ｌｕ

戸

‐

夫
宏
＞

英
正
京

西
田
東

中
福
＜仙 台 電 波

場

口

大

田

史
紀
岳
義

海
浩
＞岡

田
部
鶴

太
阿
＜

個人
(複 )

一
＞
謙
島
井
福
酒
て

秋 山  亨
(新 居 浜 )

三
＞

俊
島

塚
福

飯

＜
個人
(単 ) う言

ヨヽ 島

黒 沢 勝 敏

第
九

回

Lヽ
■

刀ヽ

牧

一
■
ユ

■
一Ｌ一

■駆聯■■

■E目■圏調■

"―

一

日■
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第

十

回

福

　

島

ヨク 福   島 旭  川
ヽ

ヽ

＞

ノ

首
欠

個

∈

一
敏
＞

謙
勝
島

井
沢
福

酒
黒
＜

三
淳
＞

俊
　
島

塚
葉
福

飯
薄
＜

夫
宏
＞

英
正
京

西
田
東

中
福
て

誠

博 幸

′
“

:  ヽ
ンド ノ

■
二

口

”■生

山

ィ

中田

尺
＞
個
ノ
鮮

敏
＞
勝
島

沢
福
黒
＜

三
＞

俊
島

塚
福
飯
＜

井 出 利 秀
(佐 世 保 ) 保

清 隆邊

佐

渡

＜ 世

第

十

一
回

鈴

　

鹿

ヨ予 佐  世  保 津  山 都  立
人
鋤
個
“

秀
隆
＞

利
清
，世

出
邊
佐

井
渡
＜

宏
文
＞

光
直
知

田
本
高

西
谷
＜

吾
充
＞

新
善
ぉ居

浦
井
新

金
横
＜

」浮

健 太 郎
福

薄

福 田

集

島
人

ヽ

ヽ
ツ

個
ノ
蝉

井 出 利 秀
(佐 世 保 )

隆
＞
清

保
渡 邊

(佐 世
淳

＞
,.●′

葉

福

薄

＜
美
＞
豊
宅ノ‐．

部
苫
堀
＜

第

十

二

回

Ｌ
Ｆ
　
　
　

Ｉ
一

ヨ
一Я
　

　

＝
μ

団体 佐 世 保 都  立 福  島
人
助

個

０

信
郎
孝
太

電 波

嘉
健
本熊

六
郷
鮮

也

一
＞

竜
光
立

込
吉
都

堀

元
＜

勉
聡
知
下
世

辻
木
佐

清 隆渡 邊

(佐 世 保 )

＋
ｕ
＋
↑西 雄

人

ヽ

＞

個
ノ
蝉

清 隆

(佐 世 保 )
渡 邊 一

一　
ヽ
ノ

光
立

吉
都
元
＜

之
＞

智

良

―
―

一ｔ

月

労

細
＜

二
＞
真
部

中
宇
田
＜

第

十

三

回

新
　
居
　
浜

団ク 佐 世 保 福  島 富  山
人
助
個
“

隆
矢
＞

清
達
‘世

邊

野
佐

渡
濱
＜

親
明
＞

嘉
宗
山

原
内
富

野
作
＜

和
明

‐

三

和
国

林
樋

(新 居 浜 ) 神 戸 市 立

昭
蔵
政
健

林
原
若
楢

人

ヽ

＞

個
ノ
畔

渡 邊 清 隆
(佐 世 保 )

一品

リヽ

正
知

保
高
久
＜

実
波電

木
本
本
熊

藤
秋

斎

＜

賢

＞田

第

十

四
回

熊

本

ヨク 熊 本 電 波 福  島 新 居 浜

男

子

人
助
個
０

頼
郎
＞

信
五
京

島
巻
東

中
坂
＜

弘
実
瀾

敏子
Ｊ
里
´

ニ
―
ユ

電
木
本
本
熊

明
幸
憲
治

畑
本
高
持

呉

畠
本
石
蔵
＜

一局 剛
雄
＞
茂
川

へ

＞

個
ノ
蝉

頼
＞

信
京

島
東
中
＜

実
波電

木
本
本
熊

′

ノ

＞

史

川

コ
　
Π
コ

ピ
ー
十
八

田

＜
高 畑 憲 明
呉

女

子

人
鋤
個
輌

里
美
＞

祐
久

み居

野
原
新

小

三
く

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

り

子
＞

ヵ
智

―

ゅ

早

ヵ旭

原
藤
松
斎

子
紀

＞

律

由
関

■

―

―

―
　

一

未
¨
”

ｔ

中
及
＜

ヽ

＞

個
ノ
鮮

ｎ

ン

カ
″ゆ
月

原
ヵ
松
＜

奈
＞
真
知

野
高
上
＜

亜 希 子
津

酒 本

山

美
＞
里
良

藤
奈
安
＜

第
十

五
回

神

戸

ヨク 福  島 石  り| 旭  川 宇  部

男

子

志
輔
＞

晃
大

ち居

上
上
新

井
井
＜

一
一

真
竜

(熊 本 電 波 )

尻
垣
田
柴

生
雄
＞

貴
富
川

西
尾
石

小
松
＜

司
聡
０

勝
　
宅

ヨ

４

尾

Ｆ
苫

松

鎌

」
ヽ

＞
ａ
鮮

義
＞
一
島

村
福
中
＜

雄
＞
茂
川

本

石

蔵
＜

．
波
真

電
尻
′田鰊

毅

＞良

藤

奈

安

＜

女

子

人
鋤
個
“

美
子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

里
美
＞

祐
久
ち居

野
原
新

小
三
＜

加
美
＞

友
宏
明

橋
田
有

石
平
＜

子
り
＞

智

か
‐

早
ゅ
月旦

藤
原
ヵ

斉
松
＜

人
＞
住
蝉

美
＞
里
良

藤
奈
安
＜

ｈ
ツ

，
″ゆ

川
原
ヵ
松
＜

奈
＞
真
知

野
高
上
＜

み
＞
な
知

尾
高
平
＜

第

十

六

回

茨

城

団体 宇  部 苫  小 ケ

〈 福  島 新 居 浜

男

子

人
鋤
個
０

一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

松

＜

輝

＞

秀

　

岡
原
F
工て

本 田 優
樹
＞
秀
島

笹
辺
福

４
渡
＜

輔
司
＞

大
誠
ち居

上
本
新

井
宮
＜

へ

＞

個
／
鮮

毅

＞良

藤

奈

安

＜
二
＞
浩
も居

見
新
塩
＜

幸
＞

千

割
岡
宇
松
く

ヤヤ
＞″鹿

′

　

ヽ
‐

夕
鈴
デ
＜

レ

女

子

ヽ

ヽ

＞

ノ

昔
民

個
０

美
子
由
美

真

‘城

良奈

泉
築
＜

美
美
真
知

熊 本 電 波 )

次
垣
三
柴

美
恵
＞

宏
理
明

田
本
有

平
宮
＜

子
春
＞

美
Ｆ
牧

４
　

小

篠
橋
苫

三
高
＜

尺

＞

個
ノ
蝉

美

＞

宏

明
田
有
平
＜

知 美柴 垣

熊 本 電 波 )

И
ツ

よ
″ゆ

”
原
ヵ
松
＜

美
＞
智
呉

谷
＜
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奈   良コ体 有  明 長  岡
一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

輝
章
＞岡

原
橋
長

松
高
＜

個人
(複 )

毅
典
＞
征
良

藤
谷
奈

安
岸
＜

松 尾 勝 司
鎌 田  聡
(苫 小 牧 )

二
＞
春
松

田
高
安
＜

隆

明

牧

＜

嶋

有

光

＞

男

子
個人
(単 )

藤
奈 良

毅

＞

安

＜
橋
F
X 岡

〓局

イ
ヽ

章

＞

福 島 千 夏
渡 辺 真 由 子
(石 川 )

高 橋 千 春
戸子台 明 日香
(苫 小 牧 )

山石 佐

(米 子 )

美 佳

稲 田 真 由 子
個人
(複 )

美

子
＞

由

ヽ
美
良

真
夕

壽

城
′

泉
築
＜

(米 子 )

稲 田 真 由子松 原 ゆ か り

(旭 川 ) (
ル
ハ
イ
Ｃ 田

青 山 美 由 紀

第
十
七
回

米

子

女

子
個人
(単 )

美
＞
由
良

真

奈

泉

＜

福 島 千 夏/苫 牧 有  明

〓
―

――
コ

板
古
帥

橋 淳 一
健
波電

曇「
ムロ

堺 博 明
弘洋

治
＞

信
真
良

家

口
奈

福
山
＜

鎌 田  聡
井 ロ ー 行
(苫 小 牧 )

個人
(複 )

F
つて 岡

橋高

＜

章

＞ ,i=
■コ 島

鈴 木 直 人

男

子
個人
(単 )

エディ・スウェイト
(久 留 米 )

官 城

大 久 保 範 子
伊 藤 寿 子 由

築 城 久 美 子
原
晏
ヵ

松
楠
＜

ゆか り
由 佳
川 )

個人
(複 )

美
穂
江

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

川穂
＞
瑞
明

松
有
永
＜

美
＞
由
良
真

壽ブカ

泉

く

女

子
個人
(単 )

柴 垣

熊 本 電 波
智 美

第

十

人

回

人

戸

呉函  館団体
下 田 託 郎
小 り|1 修
(苫 小 牧 )

辻 本
小 池
(宮

彦
裕
＞

智
幸
城

彦
士
＞

孝
高
代

田
田
人

前
園
＜

個人
(複 )

吾
健
湖

浅 野 慎

電
橋
台
古
仙

橋
F
,て 岡

一局
＜

章

＞呉

==́ヽ 士本 山

奈 良

福 家 信 洋

男

子
個人
(単 )

健
波電

橋
台
古
仙

宮 城

大 久 保 範 子
伊 藤 寿 子子

乃
＞

悦
雪
ち居

松
崎
新

植
塩
＜

美
穂
＞

宏
瑞
明

田
松
有

平
永
＜

Ｌ

ヽ
　

　

一

ヨ
ン

、

ノ

久
子

藤
米
佐
＜

稲 田 真 由 子
個人
(複 )

米 子

田
書
「 真 由 子穂

＞
瑞
明

松
有
永
＜

女

子
個人
(単 )

柴 月

熊 本 電 波
智 美

第

十

九

回

舞

鶴

|| 佐 世 保ノt 宇  部団体

宮 崎
川 田
(宇

志
寛
＞

宏
恵
部

高 橋 正 三
洋
治
＞

信
真
良

家

口
奈

福
山
＜

個人
(複 )

彦
裕
■

智
幸
城

本
池
宮

辻
小
＜

小幸
＞
聖

田

藤

秋
後
＜(北 九 州 )

甲 斐 義 樹
宇 部

宮 崎 宏 志

男

子
個人
(単 )

′

千

戸子台 明 日香

緒
尋
＞

奈
千
京

川
畑
東

鴨
川
＜

優 子
祐 加

代 )

崎
田
人

森
富
＜

稲 沢 理 代
(石 メ||と

渡 辺 真 由 子
個人
(複 )

稿
~野
由 佳

(旭 川 )

稲 沢 理 代
(石 川 )熊 本 電 波

柴 垣 智 美

大

分

個人

(単 )

第

二
十

回

呉仙 台 電 波 雪 小 牧ノヽ

(詫 間 電 波 )

藤
屋
安
鹿

雄

一

俊
啓

智
介
＞

明
亮
明

橋
開
有

板
吉
＜)

工立

“倶波
藤
都

斯
齋
＜
太 賀 哉

個人
(複 ) 一局

山横

＜

澤 田 浩 介
弘
知 上

介
＞
裕
阜
Ｅ
皮

゛
‘
．
１

大
＜

囮

］ロ

国
博

山

明

＞

堺
＜

男

子
個人
(単 )

久 也

香 織田

野
中稲 沢 理 代

(石 川 )

渡 辺 真 由 子‖

優 子
田
崎
人
森

個人
(複 )

緒
尋
Ｌ

奈
千
京

川
畑
東

鴨
川
＜

内
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岐
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